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T-1　気仙沼市唐桑宿地区 2012年 2月 16日（木）

報告 者 名 植田今日子 被調査者生年　　生年未確認（男）

被調査者属性　　宮城県漁業協同組合 唐桑支所 指導課長調 査 者 名 植田今日子
補助調査者 相澤　卓郎

唐桑漁船の被害状況全般について

開示していただいた統計によれば、宮城県漁協唐桑支所に登録されている約 960 艘の漁船の
うち、流失を免れたのは 300 艘余りといわれている。流失した船のほとんどは沖出しの不可能
な 1 t 未満の漁船であったという。それらは年に 1度の開口の日にアワビやウニ、雑海藻をとる
ためのいわゆる「イソブネ」である（平成 21年末日現在の船の数は 0～ 5 t 未満 907艘、5～
10 t 未満 19艘、10～ 20 t 未満 16艘、20 t 以上 0艘）。
唐桑の漁港には 20 t 以上の船は繋げないため、唐桑で大きな漁船といえば 20 t 未満の漁船と
いうことになる（大型の遠洋漁業にでるような漁船は気仙沼港にしか繋ぐことができない）。こ
のうち沖出し等（ロープを緩く係留をしていたために流失を免れた船等あり）をして流失を免れ
た船は 28艘ほどとみられる。昨年の大漁祈願の祈祷に申請していた小型漁船（イソブネを除く
20 t 未満の漁船）は 34艘であった（早馬神社での聞き取りから）。したがって唐桑では 20 t 未
満の「大きな」船はこの震災で 7艘が退いたことになる。

唐桑の “大きな船”「小型漁船協同組合」の役割

唐桑では “大きな船” といえば 20 t 未満の「小型漁船」である。これらはすべて宮城県漁協唐
桑支所の「小型漁船協同組合」に所属している。これらの船は早馬神社例大祭、御崎神社例大祭
において御神輿をのせる「御召船」、先導する「御先船」、御召船に供する「御供船」の役割を引
き受けている。今回の震災の後、御崎神社の夏期例大祭は震災からわずか 3ヵ月余りが経過し
たばかりであったために実施は見送られたが、それ以外の早馬神社例大祭については例年どおり
実施された。今後実施されるウラマツリ /ハママツリについても例年通り実施される予定である
という（詳しくは早馬神社宮司からの聞き書きを参照）。

唐桑漁船の組織形態と非常時の船の動きについて

以下は宮城県漁協唐桑支所の組織図である。カキ、ホタテ、ワカメの各部会は養殖に関わる漁
業権を管理統括している組織である。磯根資源部会はアワビ、ウニ、雑海藻といった漁業権を管
理し、開口日の取り決めを行っている。
◎カキ部会
◎ホタテ部会
◎ワカメ部会
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◎小型漁船協同組合
◎磯根資源組合
◎婦人部
◎青年部

この他に漁協と別組織ではあるがOBが所属する唐桑海友会、海難事故の遺族が所属する慰霊
碑保存会、そしてほぼすべての小型漁船協同組合員が所属する無線組合が存在する。
以上の組織のうち、今回のような甚大な津波にかぎらず小規模の津波、遭難や海難事故発生時
にどのような活動を展開するのかについてお話いただいた。
海上での事故や遭難などの発生時には、無線から連絡が入る。小型漁船協同組合の周波数は統
一されているのだという。一方が入ると、捜索本部が設置され、捜索リーダー船および食料運搬
船が選出されるのだという。そして遭難者のイエのある部落の女性、および婦人部は炊き出しを
行う。炊き出しは連絡をとりあう陸（オカ）の人びとに対してもだが、食料運搬船に繰り返し運
ばれ、食料運搬船は遭難者や遭難船を捜索する船と港を行ったり来たりするのだという。
今回の津波の際にも小型漁船協同組合員の無線には地震後なるだけ沖へ船を出せとの連絡が飛
び交ったという（ただし沖出しはタイミングや場所によって危険をともなうため、漁協では公式
に沖出しを推奨していない）。港へおりて船に沖出しをよびかけた元議員の船員もあった（ただ
しこの方は沖出しに間に合わず船を流失）。
県漁協唐桑支所の一組織であるかのように見受けられる「小型漁船協同組合」であるが、実際
には唐桑半島の祭祀を担い、遭難時には捜索の中核の役割を担い、漁業資源の管理を行っている
ことがうかがわれる。この他にも海難事故の遺族らで組織されており年に 1度の合同慰霊祭を
行う「慰霊碑保存会」、遠洋漁業のOBで構成されている「唐桑海友会」がある。海友会は 70 
代以降の構成メンバーの減少がつづいているそうだが、九九鳴浜の清掃、記録集の編纂、こども
らに伝統漁法や昔話を伝えるといった活動を行っている。なかでも小学 4年生になるとカキ筏
の養殖に取り組み、卒業と同時に育ったカキを食べるという小学生のカキ養殖体験の指導を行っ
ているという。この筏もしかし、唐桑の海のすべての養殖筏と同様に流失してしまったという。


